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陳 耕 栽 培 ベ ッ ド の 微 気 象
r:.'Jt須謙一 ･木 村 刺 義 .則 武 私 大
礁湖栽培は作物にとって従来にない新しい環境を与えるものであり,その栽培管理,そ
の他において土壌と異なった利点を有する,そ丑や花の栽培に土を用いず,浅いベッドに




瞭Br-栽培に 関して その栽培接触については かなりの報告がある (山崎 ら1963,水本 ら








観 測 方 法
本観帥 ま岡山県都窪郡山手村に.おけるキウリ礁湖戯培地 (1965年 3月)および岡山大学
伯菜生物研究所構内の棟耕試験ベット(1965年6月,1966年5月)で行なわれた.
キウ1)硬耕ベッド:岡山県LJJ千村のJ.r'i家のキウリ托上Liy･地で大型 ヒニール/､ウス (25×10
m)の中に8個のベッドが作られ,掛 1畔Fにおいて 高さ約 180cm の キウリの繁茂した
区と高さ約 10cm の幼苗区 とが lL.(1Lていた.伴の 大きさは 5-10mm の粒律のもの
で,約20Cに保T7"'Lされた培IS･敵か柑了ilたけ1ll3hl(8,12,16嶋115分間ずつ 給池され
ていた.父横間氾室内がF.I,.拙い′こ/'J:る0)を IUJぐLめ情人0)Elは 91I鋤 らゝ16時ま-C･, 温室大
意が開かれていた.
硬j;)I試験ベッド:当研究所桃内の ファイロン-ウス (5×6m)の中に長さ200cm,
幅80cm.深さ 25cm の小型ベッドを設け,それ らのベッドは 板わ くでかこわれ, それ
にプラスチックシー トを敷き,礁および土を入れたものである.タイムスイッチで自動的
に給液回数および給液時刻を変えることが出来,1lLilの緯液時間は 15分で ベットは 満水






鞍 測 結 果 と考 察
I. キウリ栽培ベt･Jドでの観測
r･lt･J山県郡窪川iLJ手村の腿家の キウリ此培ベットの幼削左と艶美IiJ.の 徴k/A (/.*抱'L,t磁
皮,硬氾)について測定し,比較険射した.
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的 4同 確 朗 読 畝 ベ ッ ド
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第 5t.q 中 際 べ , ドの裸 机 の 日変 化
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30℃まで l二期している. 上叩ち深さ1cmと20cmでは20uC以_Lの差がみられる. - (/ス
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治ず飢司数3恒lて大襟 (12.5-10.0mm),小便 (10.0-5.0mm),小襟 (5.0-2.5mm)
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6 8 10 12 14 16
第 9はl 横径の追う畷倉の疎鮎 (レjLス栽培-ッド,給液同数3回)
18叫
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員'-52袈 レタス(クレ-トレイクス)収鮎 におよはす裸の大きさと給液回数の影野
鞭の大きさ(粒径) 収穫ilt((ど/個体) 給墳回数 (中喋) 収駈 (g/個体)
jC# (12.5-]0.Omrn) 283.4
中 味 (10.0-5.0mm) 370.4
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